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電気通信事業法第33条第２項に基づく第１種指定電気通信設備との接続に関する契約約款の一部改正 

旧 新 
 

料金表 

第２表 工事費及び手続費 

 第２ 手続費 

  ２ 手続費の額 

  ２－１ 手続費 

区  分 単 位 手続費の額 備 考 

(1)～（3） （略） （略） （略） （略） （略） 

(4) 番号情報デー

タベース登録手

続費 

ア 協定事業者から契約者の番号情

報を番号情報データベースに登録

するよう書面により請求された場合

に、当該番号情報を番号情報デー

タベースに登録するときに要する

費用 

１登録ごとに

１番号あたり

197 円  

 

       

 イ 協定事業者から契約者の番号情

報に係る発信可能地域を番号情

報データベースに登録するよう書

面により請求された場合に、当該

情報を番号情報データベースに登

録するときに要する費用 

１登録ごとに

１番号あたり

143 円  

 

       

(5)～（32） （略） （略） （略） （略） （略） 

 

 

 

 

 

料金表 

第２表 工事費及び手続費 

 第２ 手続費 

  ２ 手続費の額 

  ２－１ 手続費 

区  分 単 位 手続費の額 備 考 

(1)～（3） （略） （略） （略） （略） （略） 

(4) 番号情報デー

タベース登録手

続費 

協定事業者から契約者の番号情報

を番号情報データベースに登録する

よう書面により請求された場合に、当

該番号情報を番号情報データベース

に登録するときに要する費用 

１登録ごとに

１番号あたり

197 円  

 

       

(5)～（32） （略） （略） （略） （略） （略） 

 

附 則 

この改正規定は、認可を受けた後、速やかに実施します。 

 

 



技術的条件集別表２１．３ 番号案内データベース接続インタフェース仕様（番号

情報データベース） 

 

１～７ （略） 

 

８ レコードフォーマット 

８．１ 登録情報 

（略） 

  表８．１－１ 登録情報ファイルのレコードフォーマット 

No. データ項目名 属性 桁数 ﾊﾞｲﾄ 要否 項目説明 

（略）       

89 発信可能端末種別（新）Ｃ 20 20 注６ 発信可能地域を特定する電話の場合、接続可

能な発信可能端末種別を表す（通常は空白）。

「01」=固定電話「02」=携帯電話、「03」=PHS、

「04」=衛星携帯、「05」=公衆電話 

90 発信可能地域情報（新）Ｃ 250 250 注６ 発信可能端末種別（新）に設定がある場合の

発信可能地域情報を CAコード等で表す。 

最大50個まで設定可能。（コード間は区切り

不要） 

91 発信可能端末種別（旧）Ｃ 20 20 注６ 発信可能地域を特定する電話の場合、接続可

能な発信可能端末種別を表す（通常は空白）。

「01」=固定電話「02」=携帯電話、「03」=PHS、

「04」=衛星携帯、「05」=公衆電話 

92 発信可能地域情報（旧）Ｃ 250 250 注６ 発信可能端末種別（旧）に設定がある場合の

発信可能地域情報を CAコード等で表す。 

最大50個まで設定可能。（コード間は区切り

不要） 

（略）       

 

（略） 

 

 

 

 

 

 

 

技術的条件集別表２１．３ 番号案内データベース接続インタフェース仕様（番号情

報データベース） 

 

１～７ （略） 

 

８ レコードフォーマット 

８．１ 登録情報 

（略） 

  表８．１－１ 登録情報ファイルのレコードフォーマット 

No. データ項目名 属性 桁数 ﾊﾞｲﾄ 要否 項目説明 

（略）     

89 （予備） Ｃ 20 20   

90 （予備） Ｃ 250 250   

91 （予備） Ｃ 20 20   

92 （予備） Ｃ 250 250   

（略）     

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（略） 

 

 

 

 

 

 

 



８．２ 登録エラー情報 

（略） 

表８．２－１ 登録エラー情報ファイルのレコードフォーマット 

No. データ項目名 属性 桁数 ﾊﾞｲﾄ 項目説明 

（略）      

155 発信可能端末種別

(新) 

Ｃ 20 20 発信可能地域を特定する電話の場合、接続可能な発

信可能端末種別を表す（通常は空白）。 

「01」=固定電話「02」=携帯電話、「03」=PHS、 

「04」=衛星携帯、「05」=公衆電話 

156 発信可能端末種別

(新)ｴﾗｰｻｲﾝ 

Ｃ 1 1 発信可能端末種別(新)がエラーの場合、”＊”を設

定。 

157 発信可能地域情報

(新) 

Ｃ 250 250 発信可能端末種別（新）に設定がある場合の発信可

能地域情報を CAコード等で表す。 

最大 50個まで設定可能。（コード間は区切り不要）

158 発信可能地域情報

(新)ｴﾗｰｻｲﾝ 

Ｃ 1 1 発信可能地域情報(新)がエラーの場合、”＊”を設

定。 

159 発信可能端末種別

(旧) 

Ｃ 20 20 発信可能地域を特定する電話の場合、接続可能な発

信可能端末種別を表す（通常は空白）。 

「01」=固定電話「02」=携帯電話、「03」=PHS、 

「04」=衛星携帯、「05」=公衆電話 

160 発信可能端末種別

(旧)ｴﾗｰｻｲﾝ 

Ｃ 1 1 発信可能端末種別(旧)がエラーの場合、”＊”を設

定。 

161 発信可能地域情報

(旧) 

Ｃ 250 250 発信可能端末種別（旧）に設定がある場合の発信可

能地域情報を CAコード等で表す。 

最大 50個まで設定可能。（コード間は区切り不要）

162 発信可能地域情報

(旧)ｴﾗｰｻｲﾝ 

Ｃ 1 1 発信可能地域情報(旧)がエラーの場合、”＊”を設

定。 

（略）   
  

 

 
（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．２ 登録エラー情報 

（略） 

表８．２－１ 登録エラー情報ファイルのレコードフォーマット 

No. データ項目名 属性 桁数 ﾊﾞｲﾄ 項目説明 

（略）    

155 （予備） Ｃ 20 20  

156 （予備） Ｃ 1 1  
157 （予備） Ｃ 250 250  
158 （予備） Ｃ 1 1  
159 （予備） Ｃ 20 20  
160 （予備） Ｃ 1 1  
161 （予備） Ｃ 250 250  
162 （予備） Ｃ 1 1  
（略）    

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８．３ 抽出情報 

（略） 

表８．３－１ 抽出情報ファイルのレコードフォーマット 

No. データ項目名 属性 桁数 バイト 要否 項目説明 

（略）       

138 発信可能端末種別

（新） 

Ｃ 20 20 注８ 発信可能地域を特定する電話の場合、接続

可能な発信可能端末種別を表す（通常は空

白）。 

「01」=固定電話、「02」=携帯電話、「03」

=PHS、 

「04」=衛星携帯、「05」=公衆電話 

139 発信可能地域情報

（新） 

Ｃ 250 250 注８ 発信可能端末種別（新）に設定がある場合

の発信可能地域情報をCAコード等で表す。

５桁コードを最大50個まで設定可能（コー

ド間に区切りは無い）。 

140 発信可能端末種別

（旧） 

Ｃ 20 20 注８ 発信可能地域を特定する電話の場合、接続

可能な発信可能端末種別を表す（通常は空

白）。 

「01」=固定電話、「02」=携帯電話、「03」

=PHS、 

「04」=衛星携帯、「05」=公衆電話 

141 発信可能地域情報

（旧） 

Ｃ 250 250 注８ 発信可能端末種別（旧）に設定がある場合

の発信可能地域情報をCAコード等で表す。

５桁コードを最大50個まで設定可能（コー

ド間に区切りは無い）。 

（略）       

 
（略） 

８．４ 項目補足説明 

８．４．１ 登録情報ファイル 

（１）～（１０） （略） 

（１１）項番８９、９０、９１、９２ 発信可能端末種別、発信可能地域情報 

・発信可能地域を特定できる電話番号の場合、ユーザがその電話番号に対

し発信可能な地域を表すコードを設定する。（提供する地域の最小単位

はＣＡコード とする。） 

・発信可能地域コードにはＣＡコード、ブロックコード、地域コード、全

国コードがある。 

・発信可能地域コードはすべて５桁で最大５０個まで設定可能とする。

（コード間に区切りは不要。） 

 

８．３ 抽出情報 

（略） 

表８．３－１ 抽出情報ファイルのレコードフォーマット 

No. データ項目名 属性 桁数 バイト 要否 項目説明 

（略）       

138 （予備） Ｃ 20 20   

139 （予備） Ｃ 250 250   
140 （予備） Ｃ 20 20   
141 （予備） Ｃ 250 250   
（略）       

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（略） 

８．４ 項目補足説明 

８．４．１ 登録情報ファイル 

（１）～（１０） （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８．４．２ （略） 

８．４．３ 抽出情報ファイル 

（１）～（３） （略） 

（４）項番７、９ エントリ 

回線ごとの電話番号を契約電話番号とし、エントリとは、回線を識別するた

めに電話番号を１グループとして回線ごとに付与する識別番号を意味する。

また、発信可能地域を特定できる電話番号以外の場合は必ずスペースとす

る。 

（５）～（１１） （略） 

（１２）項番１３８、１３９、１４０、１４１ 発信可能端末種別、発信可能地域

情報 

８．４．１（１１）項参照 

９ （略） 

８．４．２ （略） 

８．４．３ 抽出情報ファイル 

（１）～（３） （略） 

（４）項番７、９ エントリ 

回線ごとの電話番号を契約電話番号とし、エントリとは、回線を識別するため

に電話番号を１グループとして回線ごとに付与する識別番号を意味する。 

なお、契約電話番号が設定されている電話番号以外の場合は必ずスペースとす

る。 

（５）～（１１） （略） 

 

 

 

９ （略） 
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